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1．はじめに
湿室へ透過する光量は，温室設計において考慮される
べき，最も重要な因子の一つである 26)。それは湿室内植
物の光合成と直接的に関連しているのみならず，温室内
の気混，湿度等の，光以外の環境条件の成立にも強く関
連しているので，採光設計の良否は，植物の生長量およ
び暖．冷房経費に大きく影響するからである心
ところが，この透過光量の時問的，空間的分布は，温
室の構造，形態，建設方位，被覆材の光透過特性，太陽
の位置，気象条件等の複雑な関数であるから，それを総
覧的，普遍的に把握し，採光設計に必要な資料を得るた
めには，実験的手法のみに頼っていたのでは，余りにも
多くの時間と測定機器を必要とし過ぎる 39,40心
したがって，もし，温室の設計段階において，任意の
温室について，室内に透過する光量を，任意の室外光条
件について，予測出来る数理モデルが作成されるなら，
その設計者ならびに湿室園芸家にとって，甚だ好都合な
ことであろう。なぜなら，このような数理モデルを利用
すれば，電子計算機によるシュミレーショソによって，
各種の湿室内の光環境を，種々の条件下において，容易
に比較・検討することが出来るからである。
上述の観点から，約 10年前より温室内光環境の理論
的解析が内外の研究者によって始められ，現在までに，
多くの数理モデルが提案され，数値的検討も行なわれて
いる。
その結果，まだ，個別的，部分的であるとはいえ，湿
室設計に有用な知見が着々と蓄積され，採光設計におけ
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る数理モデルの意義が明らかにされつつある。
そこで，本稿では，湿室構造と透過光量に関する数理
モデル開発の現状を通覧すると共に，具体的な解析例に
も触れながら，今後に残されている重要な研究課題およ
び研究方向について述べてみたい。ただし，ここでは，
数理モデルの方法論に焦点を当てて述べ，温室設計に有
用と思われる具体的知見（たとえば，透明ガラスと拡散
ガラス，東西棟と南北棟，単棟と連棟では，各々，いず
れが有利かなど）の紹介は次の機会にゆずりたいと思う。
なお，ここでは，光量と日射量の厳密な使い分けはし
ないが，これは，日射量は主に温室の暖．冷房負荷計算
のために，光量は温室内植物の光合成あるいは生長を対
象にしたときに用いられ．ここでの論議はこの両者をも
含みうるからである。
1. 解析の方法
数理モデルを利用した，湿室内光環境に関する理論的
解析の方法は，一般的に言えば，図 lに示すように，入
カデータ，数理モデル，および出カデータの 3段階より
屋外日射量
数理モデル
相対受光量・
透過光量
温室の構造 I};-~ 
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図1 温室の光環境の解析法を示す概念図
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成ると考えることが出来よう。
入カデータとは，屋外日射量統計，被覆資材の光学特
性，および温室構造に関するデータを意味し，これらは，
数理モデルを利用して温室内の光量を求めるときに必要
な，数値的な基礎資料となるものである。
数理モデルとは，ここでは，湿室被覆面上に到達した
太陽光線が，湿室内の床面あるいは植物体に到達するま
で，または反射，透過によって再び温室外に出ていくま
での過程を，電算機内で再現可能にするために必要な数
式および論理式の集合を意味する。
出カデータとは，入カデータと数理モデルにもとづい
て計算された混室内光環境に関する演算結果である．こ
れらの結果は，次の段階では，温室内植物の光合成量や
暖。冷房負荷を予測するための資料として利用される。
以上の説明から明らかなように，電算機ヽンミュレーシ
ョソを実際に役立つものにするためには，良い数理モデ
ルを作ることのみならず，良い入カデータを準備するこ
と，および出カデータを現実に利用し易い形式に処理し
てから提供することが重要である。
以下の節では，上述の各点について，個別的に，更に
詳しく述べてみよう。
2.1 数理モデル
温室内光環境を解析するための数理モデルは，基本的
には，幾何光学の問題に帰着する面が多く，そのモデル
の構成は，原理的には，それ程困難なことではない 30‘、)0
しかしながら，実際の計算手順の組み立ては，きわめ
て複雑な幾何学的関係を考慮に入れなければならないた
めに，かなり複雑になり 22,27742)，モデル開発者は，電算
機用プログラミング作業の軽減を目的とした。単純化の
ための仮定を幾つも置いているのが現状である。
図2に，数埋モデルの概略が図式的に示されている。
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図2 数理モデルの概略の図式表現
数理モデルの開発はまず NISEN(1962)によって始め
られ，その後，数グループによって開発が続けられている（
それらのモデルの特徴を開発者名と共に，表 1に示すc
数理モデルは，まず，直達光と天空光のいずれを扱っ
たものであるかによって大別される。両者では，温室内
への光透過機構が異なるからである。ただし，表 1にお
いて，直・天と書いてあるところは，その論文が両方の
モデルについて述べていることを意味する。
表 1 各開発者によって開発された数理モデルの特徴
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また，モデルは，対象とした被覆材が，拡散材である
か，透明材（すなわち，非拡散性被覆材）であるかによ
って分類することが出来る。
さらに，それらは，構造材，内部反射，および連棟の
影響を考慮しているかどうか，あるいは， 2次元モデルか
3次元モデルか（温室の棟方向の長さが無限か有限か）
等によっても分類される。
現在までのところ，温室内植物の存在を本格的に考慮
したモデルは発表されていない。
また，周囲建造物の影響を考慮したモデルはまだ発表
されていないが，これは，近年の，温室の集区化，大型
化に伴って，湿室群の配置法と温室内光環境の問題に関
連して，重要性を増しつつある。
このように，従来のいずれのモデルも，まだ，充分と
はいえないが，個別的には着々と新たな知見を蓄積する
のに役立っており，湿室設計に際しての数理モデルの利
用は，ますます盛んになるであろう。
(2) モデル作成上の問題点
一般的には，良いモデルとは，モデル化の対象となる
実体を良く理解した上で，抽象化を行ない，研究目的に
対して主要な，少数の因子のみを考慮し，他の副次的因
子を無視した構造をしている。
ところが，温室内光環境に関しては， 2, 3の因子の
みが決定的に重要であって，その他の因子は副次的であ
るとは考えられず，逆に， 10を越える因子が光環境に
同程度に関与しているのが現実であると考えられる。
そのために，考慮すべき因子が多くなり，モデルの作
成が複雑で手数のかかる仕事になっている。具体的にい
えば，現実の温室の透過光減少に関して，温室の形態，
構造と建設方位，被覆材の光学特性と水滴，塵埃の附着
等の因子は，各々，ほぼ同程度に影響を及ぼしている。
これら因子のすべて，あるいはほとんどを考慮した数
理モデルは，必然的に，複雑なものになるから，そのモ
デルを利用して，各種条件下における温室内への透過光
量を数値的に求めるためには，電算機の利用が必須であ
る。
(3) 湿熱環境解析への応用 15,16, 25,44,47,52) 
温室設計に際しては，採光計画の他に，換気計両，暖
．冷房計画，生産計画を検討することが大切である。
換気，暖．冷房計画（．換気扇をいくつ設置するか，暖
房機の容量をどうするか等）を立案するには，温室の温
熱環境に関する資料が必要である。
温室の湿熱環境は透過光量に大きく左右されるから，
湿熱環境の解析には，透過光量の正確な算定が第一義的
に重要である。
したがって，光環境解析用のモデルは，温熱環境を解
析するためのモデルの一部（サブモデル）として役立て
ることが出来るので，光環境解析用のモデルの作成およ
び改良の意義は大きい。
2.2 入カデータ
前述のように，入カデータとは，数理モデルを利用し
て温室内の光量を求める際に必要となる数値的な資料を
意味し，ここでは，被覆資材の光学特性，屋外日射量統
計，および温室構造に関するデータから成る。
したがって，入カデータが不正確であれば，数理モデ
ルがいかに良いものであっても，不正確な出カデータ
（透過光量）しか得ることが出来ない。
この意味で，正確な入カデータを準備することは，良
い数理モデルを作ることに，勝るとも劣らない重要性を
有する。
(1) 被覆資材の光学特性
被覆資材の光学特性を示すものとしては，通常，被覆
材の法線方向から光を投射した時（入射角＝ oo)の，波
長別の透過率，反射率が用いられる 33,49)0 
しかし，採光設計の資料としては，それらの入射角別
の透過率と反射率が必要である。実際，湿室内へ透過す
る光量は，被覆材の入射角一透過率，入射角ー反射率の
関係によって決まるからである。
被覆資材として最近一部で使われ始めた波板プラスチ
ック板のように，表面が平板でなく，凹凸のある被覆資
材では，さらに面倒な資材が必要となる。すなわち，そ
れらの被覆材では，入射角がその平均平面（凹凸を無視
して平板とみなした場合の平面）に対して等しい場合で
も，人射角の方位（その波板の波の列に対して，入射光
が平行方向から入射するか，直角方向から入射するか等）
が異なると，透過率，反射率が異なる。この場合には，
入射方位別の，入射角一透過率，入射角ー反射率に関す
る資料が必要となる。
このことは，水滴の附着した被覆材やガラスせんい入
り強化プラスチック板のように，透過媒体が光学的に均
質とはみなせないものについても同様である 12,29, 31, 37) 0
これらに関する具体的な資料は，まだ殆んど得られて
いない。
光の透過，反射時に光を拡散させる，すりガラス，梨
地フィルム，拡散性プラスチック板等の拡散性被覆資材も，
一部，実用に供されている 6,7,8)。このとき，それら資材の
拡散能（透過，反射光の何割が拡散されるか）と，拡散
光の分布パターソ（どの方向にどれだけ光が拡散される
か）は，湿室内光環境に大きな影響を及ぼす2,5, 36, 36, 45, 46ぶ
これに関する資料もきわめて少ない。
一般に，光は反射面で偏光されるが，これが被覆材の
反射率に影響を及ぼすと論ずる報告がある 3)。この場合，
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板ガラスのように，表裏面が互いに平行な透明（非拡散
性）材では，反射率が入射角だけの関係でなく，入射方
位，被覆材の偏光の強さにも依存するという。
さらに，被覆材以外の，植物，床，構造材などの光学
特性が湿室内光環境に或る程度影響することは，実測に
よって明らかにされているが4,10, 11,41)，解析的な研究はま
だ始まっていない。
(2) 日射星統計
日射量の統計値は，湿室設計に際して，最も重要かつ
基本的な資料のひとつとなるものであり，出来れば，温
室設置予定地の各時刻毎 (30-----120分間隔）の水平面
直達および天空（散乱）日射量を年間にわたって知る必
要がある 18)0 
全国的規模の日射量統計は，従来，全天（直逹＋天空）
日射量についてだけしかないから，現在は，適当な仮定
にもとづいて，全天日射量を直達と天空のふたつに分割
した値を利用しているが 32)，或る程度の不正確さは否め
ないであろう。
最近になって，いくつかの関係機関が，各地の日射量
を直達と天空に分けて，組織的，連続的に測定し始めた
ので16)，それらと連絡，協力し，その実測資料を湿室設
計に利用出来る体制を整える必要があろう。
ただし，いくつかの地域については，各研究者が個別
的に測定を行なって得た上記データが既にあるので 38),
それらデータを利用出来る地域では，その椴極的活用を
計るべきである。
なお，直達日射醤に比して天空日射量の方が多い，す
なわち，曇天日が多い地方では，天空日射に関する天空
輝度分布の概略値も必要となる 3,24)0
(3) 温室の構造
理論計算に必要な，湿室構造に関するデータは，概略
次のようである。これらは，温室での実測値を計算値と
比較する場合にも（測定月日，屋外日射量，測定位置等
の他に）必要となる。
a. 形態， b. 構造材の断面形状，位置， C. 混室の配
置••…•建設方位，周辺建造物，地形， d. 被覆材の材質，
光学特性， e.作物の配置と立体構造，床面の光学特性。
2. 3 出カデータ
温室内光環境に関するデータは，最終的には，光合成
量や，暖．冷房負荷の算定のために利用されるものであ
るから，数理モデルから出力は，上記算定に利用し易い
形式であることが望ましい。
(1) 受光量の変動
温室内の相対受光量は，時間的にも空間的にも大きく
変動する9,18,43)。
しかし，われわれは，その変動のすべてを細かく知る
必要はなく，それらの何らかの平均値を知れば，当面の
目的は達せられることが多い。そして，その受光量は，
平均化の方法に従って，次に分類するような8通り (Iu 
から I7まで）がある。
まず，湿室床面の幅（問口）方向をの軸，長さ（奥行）
方向を y軸にとり，時刻を tとすれば，床平面上のある
点 (x,y)における時刻 tの受光量は J(x,y, t)と表
せる。
これは温室内のある一点における瞬時の受光量で，す
べての計算の基礎になるが，このままでは光条件に関す
る設計，評価には用いにくい（これは 17で表現されてい
る）。あとの 7通りは，いずれも変数（幻， y, t)のどれ
かについて積分したものとなっている。
日没奥行間口
I。=?.s s I (X'y't) LIX L1y L1t 
日出
奥行間日
1 (t) = ・_z2 I (X'y't) L1の4y 
日没奥行
]2 (X)＝?. I I (X'y't) LIy L1t 
日出
以下，同様に，
13 (y)＝ZZI（叱 y't)』叩1t 
14 (の， t)＝SI(劣， y,t)L1y 
15 (y't)＝I 1 (の， y,t) j X 
16（の， y)＝J;I(の， y,t)At 
17 (匹 y,t)=l(x, y, t) 
暖・冷房負荷の算定，あるいは熱収支解析には，通常，
八(t)，すなわち，湿室床面における平均日射量の時刻
変化を知れば，充分であろう。また，各種温室間の光環
境の概括的な比較には， I。,すなわち，床面全体が受け
る一日間の積算日射量が分かれば良いだろう。他方，構
造設計に際しては， 16(x,y)，すなわち，床面の各位置
における一日の積算日射量の分布に注意を払わなければ
ならない。 16（の， y)の変動が大きいと，作物の生長が不
均斉になるからである。
なお，上記の各式において，時刻 tの積算範囲は，一
日間とは限らず， 1カ月，半年， 1年等，任意で良い。
また，湿室内床面だけでなく，湿室内空間全体 (3次元）
の光環境を考えるときは，受光量を，高さ方向の変数
(z)を加えて， I（x,y,z,t)として考え，上式を拡張
すれば良い。さらに，湿室内空間だけでなく，湿室周辺
の空間の光環境をも考慮したい場合は，の， Y, および z
のとり得る範囲を，温室外に拡張して考えれば良い。
このように，数理モデルの利用目的によって，必要な
出力形式が異なるので，モデル作成に際しては，その作
成目的を明確にしなければならない。なぜなら，表現形
式をいかにするかによって，モデル作成および計算に必
要な電算機利用時間が， 10ないし 100のオーダーで異な
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るし，モデル作成に当って，いかなる仮定を置くことが
妥当かも，当然異なってくるからである。
(2) 温室内の相対受光量
温室内での光量（あるいは日射量）は，通常，湿室内
外の水平面日射量の比，あるいは，バーセント，すなわ
ち， “透過率（透過係数）”として表現される。
“湿室の透過率”という術語は， “被覆材の透過率”
とのアナロジーとして，直感的に理解し易く，広く使わ
れているが，同時に，用語上，多少不都合な面もある。
その第 1は，温室は立体構造物であるがゆえに，たと
えば，ガラス壁内面での反射等により，温室の透過率が
部分的に 100笏を越えることが報告されていることによ
る19,24,29,36)。透過率が 100%を越えるという表現は一般
の物理概念と矛盾する。
その第 2は，透過率という術語は温室の被覆面に着目
した表現であり，床面あるいは植物が受ける光量という
概念が希薄である点にある。
これらの矛盾は，たとえば， “相対受光置”あるいは
“相対日射量”というような術語を用いれば，一応避け
られるであろう。
(3) 水平面相対受光量
現在，湿室内植物の存在を考慮した数理モデルは発表
されていないので，数理モデルからの出力は，床面にお
ける水平面相対受光量をとるのが一般的である。
もちろん，実際は，光合成量や暖房負荷の算定に必要
なのは，植物に吸収された光量（あるいは，光量子数，
放射量），または，床面に吸収された日射量であるから，
それらを出カデータとするのが最も貞接的である。
もし，植物の葉，茎，花等が，充分小さく，しかも，
それらが方位と傾斜角に関してラソダムに配置していれ
ば，それが受ける光量は全周光量（球形栢算日射計で測
定される値）となる。
植物の存在を考慮したモデルの開発，およびそれに必
要な入カデータが整理された段階で，上記の出力形式が
改めて問題となろう。
とはいえ，床面に植物が密に植えられている場合は，
植物上の水平面が受ける光量は，近似的にそれら植物全
体が受ける光量とみなすことが出来るし，また，床面あ
るいは，植物上の水平面日射量と太陽位置等が分ってい
れば，植物が吸収する光量を，後に推定し得ることが多
いから，温室内水平面日射量は，湿室内光環境を表現す
る，有効な，かつ，基本的な指標であるともいえる。
(4) 相対天空日射量と相対直達日射量
温室内への，日射の透過割合（相対日射量）は，直達
日射と天空日射では異なる。相対天空日射量は，ほぼ，
温室固有の定数であり，建設方位，時刻等に依存しない
が，相対直達日射量は，建設方位，時刻等に大幅に依存
する。
今，相対直達日射量を AT,相対天空日射量を STと
すれば，相対全日射（直達＋天空）量TTは，
TT=M•AT+(1-.M) •ST 
と表すことが出来る 23)。ただし， Mは屋外全日射量に対
する，各地方の直達日射量の比である。
Mの値は，地理的，気象的条件によって，大きく異な
る。たとえば，表日本，瀬戸内地方での．冬期間のMの
平均値は0.7前後であるが，裏日本，イギリス，オラン
ダ等では， 0.3前後である 48,60) 0 
TTの値を大きくするには， Mの値が大きい地方では
ATを大きくすれば良いが， Mの値が小さい地方ではST
を大きくしなければならない。
以上のようなことから，特定の地域における温室内の
全日射量を知るには， M, AT及び STが分らなければ
ならない。ところが， Mは，前述のように，地理的，気
象的要因の関数であるが， STは饂室構造の関数であり，
ATは温室構造と地理（緯度と時刻等）の関数であるか
ら， STを温室構造別に， ATを温室構造と地理条件別
にあらかじめ求めておけば，必要に応じて，各地のMの
値から， TTを求めることが出来る。
以J:．においては，温室外で直達日射（平行光）であっ
たものは温室内でも直達日射であると考えて，論議が進
められたが，これは必ずしも正しくない。たとえば，ス
リガラス，邸地フィルム等のような拡散性被覆材は，透
過時に平行光の一部を拡散光化する。被覆材に附着した
水滴，塵埃等も同様の性質を有する。温室内壁面で平行
光が反射された場合も同様である。
すなわち，湿室内の天空日射（拡散光）は，元来，拡
散光であったものと，平行光が透過時に拡散光化された
ものとから成る。それを厳密に区別すれば，種々の相対
日射量を定義することが出来るが，そのいずれを用いる
（出力する）のが妥当であるかは，その利用目的によっ
て異なる。
以上のように，温室内の光環境の表現方法には種々の
ものが考えられるが，そのいずれを選ぶかは，利用目的
を良く考えた上で決めなければならない。
3. 解析例
本節では，最近，筆者等17)によって開発が進められて
いる，連棟温室内外の日射量を求めるための数理モデル
から得られた結果をいくつか紹介してみたい。
この数理モデルの特徴は，任意の連棟温室内外におけ
る，相対直達日射量の空間分布を求めることが出来る点
にある。すなわち，このモデルには，図 3における光線
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連棟湿室内への光の透過を示す模式図
bおよび cのように，ガラスを何度も透過した後に温室
内床面に到達する光が考慮されている。また，このモデ
ルは，床面における光量のみならず，湿室内空間中の任
意の点 (D,I等）および温室外の任意の点 (J,K等）
における水平面相対直達日射量を求めることも出来る。
それらの点における日射量は，温室設計および識室群
の配置法の決定に際して，璽要な資料となる。
このモデルでは，未だ，構造材，内部反射等の因子は
考慮されておらず，湿室も 2次元（棟方向の長さが無限
長）的にしか取り扱われていない。
しかしながら，このモデルから導かれる結果は，以下
に示すように，連棟温室に特有な相対日射量の分布パタ
ーソを明瞭に示している。
(1.) 連棟温室内の日射量
図4は，冬至における，丸屋根型5連棟ガラス温室内
外の，水平面日積算相対直達日射量の断面空間分布を，
東西棟と南北棟について示したものである（屋根の半円
形部分は，正多角形の一部で近似されている）。ただし，
壁面は総ガラス張りで，構造材は全く無い仮想湿室であ
るから，相対日射量は，現実の湿室よりも 20-30%高
くなっている。
なお，日積算相対日射量とは，各位置の 1日の積算日
射量と，湿室の影響の無い位置のそれとの比を，パーセ
ントで示したものである。
図から明らかなように，東西棟では，連棟の影響が及
ばない，最も南側の棟を除けば，日射量の高い部分と低
い部分がある問隔をおいて，斜めに縞状に現われる。
従来，実測によって認められていた，東西方位の連棟
内の，日射量の不均一分布は，連棟谷部の太い構造材が
その原因に帰せられていたが，同図はその不均一分布が，
総ガラス張りの混室内でも明確に見られることを示して
いる。構造材，内部反射は，上記不均一分布を更に顕著
にする原因となると考えられる。
他方，同型の南北方位の連棟内の日射量分布は，東西
棟のそれに比して，均ーになっている。連棟谷部の日射
量の減少も比較的少ない。ただし，実際の南北方位の連
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(THE HINTER SOLSTICE) 
図 4 丸屋根型5連棟温室内外における 1日当りの積算相対直達日射量の
空間分布（冬至，東京）
床面上における相対日射星のみでなく，床面より軒下に至るまでの各高さにおける
それ，および温室外におけるそれも示されている。また，混室の棟方向の長さは無
限長と仮定されている。
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棟谷部の日射量の減少は，構造材の影響により，もう少 る。積算日射量の分布曲線が滑らかでないが，ここでは
し顕著になるであろう。
これらの結果は，従来の単棟湿室で，実験的・理論的
に多くの研究者によって確かめられている，東西棟の有
利性（日射分布の均一性，高透過性）が14,51)，連棟温室
では必ずしも妥当とはいえないことを，具体的数値例に
よって示唆するものであると共に，連棟湿室内の光環境
解析の重要性を示すものである。
(2) 温室周辺の日射量
図5に，棟の高さを 5段階に変えた時の，単棟温室
SUN'S ALTITUDE AT NOON 
〇、“
??????????
（?）
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
Eー いこ
SouTH/：、、｀‘、‘、‘‘‘‘、 NORTH
ロB1 B2. 83 
油ST
(THE WINTER SOLSTICE) 
図5 湿室の形態，建設方位の違いによる，湿室内
外の地面（あるいは床面上）の 1日の積算相
対直達日射量（冬至，東京）
温室の間口（幅）の長さをA,側壁の高さをBとすれば，
温室B1では， A:B=8:1 
温室恥では， A:B=8:2
温室B3では， A:B=8:3
温室恥では， A:B=8:4
温室恥では， A:B=8:5
側壁の高さの相違によって，混室周辺の積算日射量が
（ 
異なる。
(Bl~B5)内外の床面および地面における水平面日積算
相対直達日射量分布を，冬至の東西棟，南北棟について
示す。これは湿室間の隣棟間隔を決める時の資料となる。
良く知られているように，東西棟では，温室北側から
室外に向かって一定距離までの地面は日射の少ない部分
が生じるがその距離は，当然ながら，棟高（および軒高）
が増すにつれて大きくなる。
同図中の破線は，南中時の太陽高度 (3宮）によって定
められる，湿室の影の出来る先端の位置を，参考のため
に示したもので，これら破線の位置から，東西棟では，
1日の積算直達日射量が少なくなる混室北側地面の範囲
は，ほぼ，南中時の太陽高度から推定出来ることがわか
問題にする程重要なことではないだろう。
その他に，同図において注目されることは，東西棟で
も，南北棟でも，側壁の高さの相違は，湿室内日射量に
殆んど影響しないこと，および東西棟では日射量分布が
均ーであるが，南北棟では中央部が高く，側壁に近づく
につれて低くなること等である。
4. むすび
温室の構造と透過光量に関する理論的解析方法は，原
理的には幾何光学に帰着する，比較的単純なものである。
それゆえ，湿室内へ透過する光量は，温室がかなり複雑
な構造をしている場合を除けば，数埋モデルを利用した
計算（シュミレーショソ）によって，比較的精度良く推
定し得る。このことは，数理モデルによるシュミレーシ
ョン結果と実測との照合によっても明らかにされている。
ただし，現状では，被覆材の光学特性および屋外日射
量に関する基礎資料が充分整理されておらず，また，数
理モデルの精密化も，必ずしも充分に行なわれていない
ので，数理モデルの利用によって，いかなる構造の温室
に対しても正確に透過光量を求めることが出来る訳では
ない3 すなわち，シュミレーションと実測とは相補的関
係を保ちながら進められなければならないが，近い将来，
数理モデルの改良と関係資料の集積が行なわれ，この数
理モデルが温室の採光設計およびその基準化に際して重
要な役割を破じることになると思われる。
さらに，数理モデルをコンピューターに理解出来る言
葉で書き表わしたコンピュータープログラムは，その利
用法（温室構造に関する情報の，コンピューターヘの与
え方）と計算法（数埋モデルの内容）を明示した上で公
開し，その共同利用を計れば，プログラミングについて
詳しく知らない人でも容易に，任意の温室内への透過光
量を知ることが出来，それを，自分の実測値と比較する
ことも可能になる。これは，実測値の整理・検討に役立
つのみならず，数理モデルそのものの妥当性の検討，ひ
いては，数理モデルの改良に益すること，大であろう。
温室内へ透過する光量は，直接，作物の成長に大きく
関与するばかりか，温度，湿度等の他の環境要因の成立
にも強く関連している。したがって，透過光量の正確な
把握は，温室の採光設計のみでなく，換気設計，暖．冷
房負荷の算定等に際しても必要になる。上述の数理モデ
ルは，それらに関しても重要な基礎資料を提供すること
になろう。
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